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こ
の
度
、
選
挙
後
の
初
議

会
に
お
い
て
、
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
課
せ
ら
れ

た
職
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
御

宿
町
議
会
議
員
選
挙
が
十
六

年
ぶ
り
の
無
投
票
で
立
候
補

者
全
員
の
当
選
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
は
町
民
の
信
頼
を

一
層
心
に
刻
み
、
議
会
活
動

に
励
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
税

源
移
譲
が
始
ま
り
、
国
か
ら

の
財
源
配
分
か
ら
自
ら
財
源

を
地
方
税
に
課
す
転
換
で
、

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
地
方

分
権
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
町
民
の
行
政
に

お
け
る
満
足
の
向
上
と
、
政

策
の
実
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
が
、
活
動
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
町
執

行
部
側
と
対
等
に
、
政
策
内

容
を
調
査
確
認
、
点
検
し
、

議
会
自
ら
議
案
提
言
、
条
例

制
定
を
行
い
、
財
源
の
確
保

な
ど
、
独
自
の
政
策
構
想
も

持
ち
、
予
算
審
議
に
臨
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
う
改
革
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

総
務
省
で
採
用
さ
れ
た

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
や
県
総
合
企
画
室
の

「
お
ん
じ
ゅ
く
DE
元
気
プ
ロ
グ

ラ
ム
」。
ま
た
、
農
林
水
産
省

で
支
援
し
て
い
ま
す
布
施
地

区
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
制
度
等
、
国
や
県
は
地

方
の
活
性
化
に
き
め
細
か
い

応
援
を
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
国
は
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
導
入
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
都

市
と
地
方
の
格
差
是
正
を
図

る
目
的
で
行
う
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち

を
尊
重
す
る
制
度
で
あ
り
、

格
差
是
正
の
効
果
は
大
き
く

は
な
い
で
す
が
、
青
少
年
時

代
に
育
て
ら
れ
た
ふ
る
さ
と

に
、
思
い
を
込
め
た
制
度
で

す
の
で
、
私
達
の
地
方
に
お

け
る
政
策
と
実
行
が
、
成
果

に
表
れ
る
良
い
機
会
と
思
い

ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
去
る
十
月
五
日
に

開
催
さ
れ
た
御
宿
町
議
会
第

二
回
臨
時
会
（
初
議
会
）
に

お
い
て
御
宿
町
議
会
副
議
長

と
し
て
の
重
責
を
お
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
地
方
を
と
り
ま
く

財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
を
柱
と
し

た
行
政
運
営
を
推
進
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
う
え

で
は
、
地
域
住
民
と
行
政
と

の
連
携
が
大
変
重
要
な
こ
と

と
い
え
ま
す
。

町
議
会
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
住
民

と
行
政
の
ス
ム
ー
ズ
な
協
働

事
業
の
推
進
や
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
御
宿
町
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

町
づ
く
り
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。さ

て
、
国
に
お
い
て
は
安

倍
総
理
の
突
然
の
辞
任
に
よ

り
、
福
田
内
閣
が
誕
生
し
ま

し
た
が
、
都
市
と
地
方
と
の

格
差
問
題
へ
の
対
応
や
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会

保
障
制
度
、
年
金
問
題
な
ど

可
及
的
に
処
理
す
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
お
り
、
国
政
が

地
方
行
政
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
は
、
こ
れ
ま
で
文
化

や
伝
統
を
大
切
に
継
承
し
、

自
然
と
生
態
系
の
調
和
を
図

る
と
い
う
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

地
方
が
活
力
に
満
ち
た
新
し

い
町
づ
く
り
を
展
開
で
き
る

よ
う
地
方
財
政
基
盤
の
充
実

強
化
に
取
り
組
み
、
自
主
自

立
し
た
財
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
真
の
地
方
分
権

型
社
会
の
実
現
が
早
期
に
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
諸
先
輩
の

方
々
が
達
成
さ
れ
た
輝
か
し

い
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
行
政

自
治
の
確
立
と
住
民
生
活
の

向
上
の
た
め
、
地
域
の
課
題

を
身
近
に
受
け
止
め
、
対
処

し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
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議員定数2名減 

平成18年3月定例会において、議員発議による町議会議員定数条例の改正により、今回の一般
選挙から町議会議員の定数が12名となり、その定数を超えなかったため立候補者全員の当選が
決まりました。
そして改選後の10月5日に初めての議会が招集され、議会の新人事構成の選出が行われました。

新

議

員

紹

介

御
宿
町
議
会
議
長

新
　
井
　
　
明

御
宿
町
議
会
副
議
長

瀧
　
口
　
義
　
雄
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新

議

員

紹

介

議
会
運
営
委
員
長

松
　
�

啓
　
二

町
は
地
方
交
付
税
の
削
減
な

ど
に
よ
り
、
基
礎
的
自
治
体
と

し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ

な
い
困
難
な
現
実
が
迫
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
合
併
問
題
も
非
常
に

重
要
な
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
に
必
要
な
こ
と
は
、

住
民
が
主
人
公
に
な
っ
て
知
恵

と
力
を
発
揮
す
る
時
で
す
。

総
務
委
員
長中

　
村
　
俊
六
郎

私
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革

の
方
針
に
よ
っ
て
交
付
税
が
減

少
す
る
中
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
な
く
し
て
町
の
発
展
・
活

性
化
は
望
め
な
い
と
思
い
、
さ

ら
な
る
改
革
を
進
め
、
安
心
で

安
全
な
活
力
と
個
性
あ
ふ
れ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
努
め
て

参
り
ま
す
。

教
育
民
生
委
員
長

貝
　
塚
　
嘉
　
屋

議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
の

重
責
を
再
度
お
受
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

御
宿
町
の
将
来
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
、
議
会
運
営
の
要
と

し
て
、
行
政
面
の
難
局
に
お
い

て
も
住
民
主
権
の
立
場
に
立
っ

て
、
右
に
す
る
か
、
左
に
す
る

か
、
自
覚
と
責
任
を
以
っ
て
臨

ん
で
参
り
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
長

式
　
田
　
孝
　
夫

年
々
、
町
の
財
政
が
厳
し
く

な
り
、
必
要
な
予
算
も
削
減
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
、
大

切
な
教
育
や
福
祉
に
も
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
合
併
を

間
近
に
ひ
か
え
て
い
る
今
、
御

宿
町
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、

町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
努

力
い
た
し
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

石
　
井
　
芳
　
清

自
民
・
公
明
の
く
ら
し
と
地

方
切
り
捨
て
の
政
治
か
ら
、
国

保
税
な
ど
町
民
負
担
の
軽
減
や
、

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
国
・
県
の
新
型
事
業
の

活
用
で
、
町
民
の
く
ら
し
を
守

り
元
気
な
御
宿
町
実
現
に
力
を

つ
く
し
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

川
　
城
　
達
　
也

自
治
体
経
営
冬
の
時
代
、
下

げ
潮
の
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

冬
に
は
冬
の
花
が
咲
き
、
下
げ

に
は
下
げ
の
釣
り
が
あ
る
と
心

得
ま
す
。

私
は
、
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
、

ま
た
大
局
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

皆
様
か
ら
付
託
さ
れ
た
代
理
権

を
行
使
し
て
参
り
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

石
　
田
　
義
　
闊

美
し
い
自
然
環
境
を
守
り
、

産
業
活
性
の
基
盤
と
な
る
人
工

的
環
境
の
維
持
、
整
備
に
意
を

注
ぎ
ま
す
。
福
祉
政
策
の
充
実
、

教
育
・
文
化
の
振
興
に
心
を
配

り
ま
す
。

先
人
の
遺
訓
を
胸
に
、
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
確
か
な
町
づ

く
り
に
歩
み
を
進
め
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

伊
　
藤
　
博
　
明

議
長
就
任
中
は
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
期
か
ら
は
、
気
持
ち
も
新

た
に
一
議
員
と
し
て
御
宿
町
の

未
来
を
見
つ
め
ま
す
。
美
し
い

故
郷
を
次
世
代
の
子
供
達
に
伝

え
て
い
く
た
め
の
自
然
環
境
の

整
備
や
教
育
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

小
　
川
　
　
　
征

地
方
で
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
都
市
と
地
方
と
の
格
差

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
今
日
、

「
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

と
「
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
に
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

二
期
目
の
議
員
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

御
宿
町
議
会
議
員

白
　
鳥
　
時
　
忠

私
は
、
町
民
の
声
が
届
く
、

開
か
れ
た
町
政
の
実
現
の
た
め

に
、
で
き
る
限
り
多
く
の
人
と

話
し
、
意
見
を
聞
き
御
宿
町
の

発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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◎
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
郵
政
民
営
化

法
に
伴
い「
日
本
郵
政
公
社
」
の
用
語
を
削
除
し
ま
し
た
。 

　
《
町
関
係
条
例
》 

・
町
情
報
公
開
条
例
の
改
正 

・
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正 

　
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
か
ら
証
券
取
引
法
が
「
金
融

商
品
取
引
法
」
に
名
称
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
字
句
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
御
宿
町
長
の 

　
　
　
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
改
正 

　
旧
岩
和
田
小
学
校
の
体
育
館
を
町
運
動
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
、使
用
料
の
設
定
を
行
う
た
め
に
条
例
を
改
め

ま
し
た
。 

町
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
条
例
の
改
正 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

　
平
成
十
九
年
七
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
台

風
四
号
の
影
響
に
よ
る
崩
落
場
所
な
ど
の
復
旧
作
業
を
緊

急
に
行
う
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
千
六
百
三
十
万
三
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
を
二
十
七
億
七
千
二
百
七
十
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

　
平
成
十
九
年
度
の
老
人
保
健
拠
出
金
、介
護
納
付
金
額

の
確
定
等
に
伴
う
補
正
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
千
九
十
五
万
八
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
を
十
億
五
千
九
百
二
十
五
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
） 

　平成19年9月4日、9月招集第3回定例会が開催され、 
15議案を可決・承認しました。 

　
平
成
十
八
年
度
介
護
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
の

確
定
に
伴
い
、国
・
県
支
払
基
金
へ
の
返
還
及
び
職
員
の
共

済
掛
金
の
改
定
に
よ
る
補
正
を
行
い
ま
し
た
。 

　
八
百
四
十
七
万
九
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
を
五
億
三
千
四
百
三
十
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
） 

　
宅
地
の
評
価
替
え
に
関
わ
る
不
動
産
鑑
定
委
託
料
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の

開
発
経
費
の
追
加
、福
祉
関
係
措
置
費
の
確
定
に
よ
る
国
・

県
支
出
金
の
精
算
等
に
よ
る
補
正
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
千
八
十
万
円
を
追
加
し
、二
十
七
億
八
千
三
百
五
十
六

万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。 

 

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正 

条
例
の
一
部
改
正 

専
決
処
分

専
決
処
分 

専
決
処
分 

補
正
予
算

補
正
予
算 

補
正
予
算 

▲秋の大運動会
～ほっとサロン～
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　一般会計の歳入決算総額は、30億189万5千円で前年度に比べ9億534万7千円の減となりました。 

　減額の主な要因としては、中学校校舎改築事業の完了に伴い、国庫支出金や町債、基金繰入金等が大幅に

減少した他、道路整備事業や漁港整備の繰越事業に係る充当財源の影響等です。 

　町民税では定率減税の縮減等により増収要因はあったものの、分離譲渡所得の落ち込みや地価の低下、家

屋の評価替えによる固定資産税の減少等で、全体として前年度決算額を大きく下回ることとなりました。 

　また、歳出決算総額は、28億815万7千円で前年度に比べ9億2,032万5千円の減となりました。 

　減額の主な要因としては、歳入決算と同様に中学校校舎改築事業の完了をはじめ、継続事業で実施している

道路改良や漁港整備等に係る事業費の減少等です。また、町行政改革による人件費や管理経費の抑制に努め

たことから、各費目にわたり決算規模は減少しましたが、将来の財政安定化のために財政調整基金や減債基金

への積み立てを行った結果、総務費においては前年度に比べて約6千万円の増額となりました。 

●歳入では段階的な保険税率の改正により収入が増加し、歳出

においては、医療改革等による療養給費、老人保健拠出金の支

出の減少が主な要因となりました。 

 

●平成14年の法改正以降5年目を迎え、医療費の急激な伸びは

ありませんが、入院医療費及び外来・歯科医療費は、受給者数

や入・通院患者数の減少と診療報酬の引き下げなどにより全体

として前年度に比べて減少しています。 

 

●当町の「75歳以上」の数は平成19年3月末で1,560人(前年より

81人の増)となり、超高齢化が進行している中で、要介護認定者

やサービス利用者も増加し、保険給付費も膨らみ続けています。 

 

●給水戸数は3,522戸で前年度から44戸増えました。 

　水源は、河川及び御宿ダム69.4%、南房総広域水道企業団

30.6%となっています。 

国民健康保険特別会計　 

 

歳入 

歳出 

 

1,049,597 

966,579

決算額  

 3.0%増 

1.1%減 

前年度比 

老人保健特別会計 

 

歳入 

歳出 

 

1,030,352 

1,028,740

決算額  

 12.1%減 

11.3%減 

前年度比 

介護保険特別会計　 

 

歳入 

歳出 

 

553,811 

524,002

決算額  

 7.3%増 

4.6%増 

前年度比 

水道事業会計　 

 

収入決算額 

支出決算額 

 

255,277 

270,085

収益的  

7,014 

49,718

資本的 

歳入決算総額 
30億189万5千円 

歳出決算総額 
28億815万7千円 

町税 
956,934

総務費 
615,053

民生費 
577,469

衛生費 
477,217

土木費 
102,425

教育費 
237,724

消防費 
180,146

農林水産業費 
55,845

商工費 97,172

災害復旧費 
12,580

議会費 
67,609公債費 

384,917
その他 
619,039

町債 
168,551

地方交付税 
798,676

県支出金 
104,954

国庫支出金 
79,532
分担金及び負担金 
274,209

一般会計 

※単位：千円 
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台
風
四
号
の
被
害
状
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

御
宿
ダ
ム
の
観
測
デ
ー
タ
は

最
大
降
雨
量
三
百
四
十
三
ミ

リ
、
時
間
最
大
雨
量
六
十
五
・
五

ミ
リ
を
記
録
し
ま
し
た
。
被
害
状

況
は
床
下
浸
水
一
棟
、
法
面
崩

壊
・
崖
崩
れ
が
五
十
九
箇
所
、
水

道
施
設
被
害
三
箇
所
、
道
路
路
肩

決
壊
十
七
箇
所
、
河
川
護
岸
等
の

崩
落
四
箇
所
、
河
川
等
の
冠
水
十

八
箇
所
、
農
業
施
設
被
害
一
箇
所

の
合
計
一
〇
三
箇
所
と
い
う
非
常

に
大
き
な
被
害
状
況
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災

害
か
ら
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
、
平
常
時
か
ら
道
路
の
点

検
や
管
理
を
実
施
し
、
職
員
に
関

す
る
防
災
教
育
の
徹
底
や
消
防
団

と
の
連
携
、
ま
た
行
政
機
関
や
広

域
消
防
な
ど
防
災
の
専
門
の
方
々

と
も
協
議
し
最
善
の
対
応
を
心
が

け
た
い
と
考
え
ま
す
。

来
年
度
以
降
の
執
行
体
制

に
つ
い
て
、
職
員
数
を
減

ず
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
今
後
の
行
政
運
営
に
影

響
が
出
な
い
の
で
す
か
。

町
で
は
経
常
経
費
の
割
合
が

大
き
い
人
件
費
に
つ
い
て
は

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

抑
制
に
努
め
、
今
後
も
削
減
を
図

っ
て
い
く
方
針
で
す
が
、
福
祉
事

業
等
に
お
い
て
は
事
業
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
内
容

を
精
査
し
職
員
の
適
正
配
置
に
心

が
け
、
円
滑
な
事
業
の
推
進
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
行
政
改
革
大
綱
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
行
政
全

般
に
お
い
て
は
大
綱
の
中
で
調
整

し
、
少
な
い
職
員
数
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

協
働
の
町
づ
く
り
事
業
と
し

て
、
国
の
指
定
を
受
け
、
今

回
実
施
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ

イ
タ
ル
や
文
化
交
流
会
に
お
き
ま

し
て
は
、
大
変
期
間
の
少
な
い
中

で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
積
極
的
に
事
業

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
や
国
・
県
の
指
導
方
針

に
基
づ
き
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

Ｑ Ａ 

問 答 

高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
の
対
応

と
巡
回
バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
の
対

応
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
会
食

会
や
訪
問
な
ど
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
と
し
て
様
々
な
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
充

実
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
生
活

コ
ー
ス
の
確
保
と
し
て
七
本
か
ら

御
宿
駅
ま
で
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

活
用
し
、
一
日
三
本
の
運
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
町
内
を
巡
回
す
る
利

用
し
や
す
い
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
も
費
用
対
効
果
に
よ
る
検
証
を

行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ Ａ 

問 答 

関係機関とさらに協議を重ねながら、迅速な対応に努めます

災害対策について伺います

総務課長

石井　芳清 議員

▲ヴァイオリニストの黒沼ユリ子女史を
お招きしました
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常任委員会 

総務委員会 

産業建設委員会 

教育民生委員会 
 　 

議会運営委員会 

議会選出 

布施学校組合議会  

国保国吉病院組合議会 

夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会 

千葉県後期高齢者医療広域連合議会 

夷隅環境衛生組合議会 

議会だより編集委員会  

名誉町民審議委員会  

表彰審査委員会 

行政改革推進住民懇談会  

都市計画審議会 

町有財産評価委員会  

町開発審議会  

野沢委員会  

駅舎等建設促進協議会 

農業振興対策推進委員会 

いすみ市大原聖苑管理運営連絡協議会 

御宿町清掃センター管理運営連絡協議会 

プール運営委員会  

観光協会理事 

民生委員推薦会  

教育施設建設委員会  

青少年問題協議会 

   

南房総広域水道企業団運営協議会 

夷隅郡市負担金審議特別委員会  

御宿町防犯まちづくり推進会議 

御宿町消防団分団統合委員会 

 

石井　芳清 

中村俊六郎 

貝塚　嘉　 

新井　　明 

新井　　明 

中村俊六郎 

新井　　明 

新井　　明 

瀧口　義雄 

新井　　明 

伊藤　博明 

新井　　明 

新井　　明 

新井　　明 

式田　孝夫 

新井　　明 

新井　　明 

石井　芳清 

瀧口　義雄 

貝塚　嘉　 

新井　　明 

新井　　明 

新井　　明 

新井　　明 

新井　　明 

中村俊六郎 

中村俊六郎 

 

瀧口　義雄 

式田　孝夫 

伊藤　博明 

 

 

新井　　明 

瀧口　義雄 

瀧口　義雄 

中村俊六郎 

瀧口　義雄 

松　　啓二 

瀧口　義雄 

貝塚　嘉　 

瀧口　義雄 

 

貝塚　嘉　 

瀧口　義雄 

式田　孝夫 

石田　義闊 

 

瀧口　義雄 

 

 

　　 

 　 
 　 

中村俊六郎 

議　長　　新　井　　　明 副議長　　瀧　口　義　雄 

 

松　　啓二 

瀧口  義雄 

石田  義闊 
 　 

伊藤  博明 

 

石井  芳清 

伊藤  博明 

新井  　明 
 　 

貝塚　嘉　 

 

川城　達也 

小川　   征 

白鳥　時忠 
 　 

瀧口  義雄 

  

○ 

○ 

○ 
 

○ 

 

 

中村俊六郎 

式田　孝夫 

貝塚　嘉　 
 　 

松　　啓二 

 

◎ 

◎ 

◎ 
 

◎ 

 平成19年御宿町議会議員の属する各委員会委員名簿 

 

小川      征 

白鳥    時忠 

新井　　明 

 

 

瀧口　義雄 

貝塚　嘉　 

 

 

式田　孝夫 

 

貝塚　嘉　 

白鳥    時忠 

伊藤　博明 

 

 

式田　孝夫 

小川　　征 

 

 

貝塚　嘉　 

 

 

 

 

 

 

貝塚　嘉　 

中村俊六郎 

 

 

 

 

中村俊六郎 

石田　義闊 

式田　孝夫 

 

 

 

 

 

 

中村俊六郎 

 

 

 

 

 

 

式田　孝夫 

式田　孝夫 

 

 

 

 

式田　孝夫 

 

小川　　征 

 

 

 

 

 

 

式田　孝夫 

◎委員長　　○副委員長 

H19.10.5現在 

ﾒｷｼｺ記念塔建立80周年記念ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ号 
漂着400周年実行委員会 

※敬称省略・議長・副議長・各委員（当選回数順） 
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悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、割賦販売法の抜本的改正に
関する請願書 
　請願者　千葉県弁護士会　　紹介議員　川城達也 
 

 

  

  

 《提出者》川城達也　《賛成者》瀧口義雄、貝塚嘉�、松闢啓二 

　クレジット契約は、代金後払いで商品が購入できる利便性がある一方、強引・悪質な販売方法と結びつくと高

額かつ深刻な被害を引き起こす危険な道具にもなります。 

　現在、クレジット会社の与信審査の甘さから、悪用したマルチ商法・内職商法その他の詐欺的商法の被害が

絶えないところです。 

　消費者に対し、安心・安全なクレジット契約が提供されるために、悪質商法被害の防止と取引の適正化を実現

する割賦販売法の改正が必要であることから、意見書を提出するよう求めます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内容は要約して掲載しています） 
 

 

内閣総理大臣、経済産業大臣、衆議院議長、参議院議長へ意見書を送付しました。 

採択 

可決 

皆さん
議会傍聴に来てください

次 回 定 例 会

12月13日（木）予
定

編

集

後

記

議会事務局アドレス　gikai@town-onjuku.jp 蕁０４７０－６８－２５１５

手続き簡単。
3階で住所と名前を
書くだけです。

秋
朝
の
、
は
り
つ
め
た
空
気
の

中
、
ほ
の
か
に
金
木
犀
の
か
お
り

が
漂
い
、
日
課
の
犬
の
散
歩
が
楽

し
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

先
日
の
御
宿
町
議
会
に
お
い
て

は
、
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
が
招

集
さ
れ
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、
各
常
任
委
員
会
や
関
係
委
員

会
の
人
事
案
件
が
承
認
さ
れ
、
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

長
年
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
議
会
だ
よ
り
の
編
集
も
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
と
な
り
ま
す
。
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

瀧
口
委
員
長
の
後
、
バ
ト
ン
を

受
け
ま
し
た
中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
定
例
会
に
併
せ

て
年
四
回
を
目
処
に
編
集
し
て
お

り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
御
宿
町
議
会
の

協
議
や
審
査
の
状
況
を
分
か
り
や

す
く
、
適
確
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
編
集
委
員
長瀧

　
口
　
義
　
雄

新
編
集
委
員
長中

　
村
　
俊
六
郎
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